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20 
唐
宋
両
朝
詩
比
較
論
の
成
立
と
『
治
浪
詩
は
じ
め
に
宋
代
詩
話
の
多
く
が
、
詩
文
お
よ
び
作
者
を
め
ぐ
る
逸
話
や
、
詩
句
に
対
す
る
断
片
的
批
評
、
用
典
な
ど
に
関
す
る
潰
末
的
な
考
証
の
寄
せ
集
め
の
観
を
呈
す
る
の
と
一
線
を
闘
し
、
南
宋
末
の
人
、
厳
羽
の
著
作
『
治
浪
詩
話
』
は
、
著
者
独
自
の
詩
観
を
根
底
に
お
い
た
総
合
的
な
詩
論
の
書
と
し
て
、
振
幅
の
大
き
い
毅
誉
褒
院
の
評
を
被
り
つ
つ
、
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
価
値
を
認
め
ら
れ
て
現
代
に
至
っ
て
い
る
。
詩
弁
、
詩
体
、
詩
法
、
詩
評
、
考
証
の
、
す
べ
て
五
篇
か
ら
な
る
該
書
は
、
無
論
、
詩
を
め
ぐ
る
多
角
的
な
議
論
を
内
容
と
す
る
も
の
だ
が
、
本
稿
に
お
い
て
私
が
と
く
に
着
目
し
た
い
点
は
、
同
書
の
歴
代
詩
史
と
し
て
の
性
格
、
と
り
わ
け
で
唐
詩
と
宋
詩
の
比
較
の
議
論
に
つ
い
て
で
あ
る
。
唐
詩
と
宋
詩
の
比
較
論
は
、
『
槍
浪
詩
話
』
以
後
、
詩
論
に
お
け
る
重
大
な
テ
1
7
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
ゆ
き
、
特
に
明
清
期
に
お
い
て
は
、
詩
の
あ
的
4
3
t
め
ぐ
る
議
論
が
し
ば
し
ば 話
'===> 
手目
英
田
唐
詩
と
宋
詩
の
比
較
の
形
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
後
世
の
比
較
論
の
内
実
、
お
よ
び
詩
論
家
た
ち
の
考
え
る
「
唐
詩
」
「
宋
詩
」
の
あ
り
方
を
考
究
す
る
前
提
と
し
て
、
宋
代
の
詩
論
文
論
の
歴
史
の
な
か
に
お
け
る
『
槍
浪
詩
話
』
の
意
義
、
と
く
に
該
書
に
よ
る
唐
宋
詩
比
較
論
成
立
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。
具
体
的
に
は
、
宋
代
の
数
多
い
詩
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
か
ら
、
唐
宋
の
比
較
に
関
わ
る
言
説
を
拾
い
出
し
、
『
槍
浪
詩
話
』
に
至
る
流
れ
、
す
な
わ
ち
唐
宋
詩
比
較
論
の
成
立
の
過
程
を
追
う
こ
と
が
本
稿
の
課
題
と
な
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、
『
槍
浪
詩
話
』
は
、
明
代
以
降
、
唐
代
の
文
学
史
区
分
の
定
説
と
な
る
唐
詩
四
変
説
の
実
質
的
な
晴
矢
と
し
て
知
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
唐
詩
四
変
説
(
厳
羽
の
場
合
、
厳
密
に
は
五
変
説
)
成
立
の
意
義
を
、
厳
羽
に
前
後
す
る
詩
史
観
の
流
れ
の
中
で
、
或
い
は
こ
れ
に
先
行
す
る
『
庸
書
』
「
文
芸
伝
」
な
ど
の
唐
代
文
学
三
変
説
と
の
比
較
対
照
を
通
じ
て
、
考
察
し
た
い
と
思
う
。
異
な
る
文
学
史
観
の
背
景
を
な
す
文
学
観
の
変
遷
、
詩
を
め
ぐ
る
情
況
の
変
化
に
も
説
き
及
び
た
い
と
考
え
る
。
唐
宋
詩
比
較
論
の
萌
芽
北
宋
期
の
人
々
に
と
っ
て
、
前
代
す
な
わ
ち
唐
の
詩
が
、
尊
重
す
べ
き
も
の
、
模
範
と
為
す
べ
主
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
た
と
え
ば
)
 
田
「
詩
話
」
類
に
し
ば
し
ば
見
え
る
次
の
よ
う
な
表
現
か
ら
窺
わ
れ
る
。
和(
 
(
蘇
)
子
美
の
兄
、
舜
元
・
・
・
・
・
其
の
子
美
と
の
紫
閣
寺
聯
旬
、
韓
孟
に
恨
dJる
無
き
な
り
。
(
欧
陽
筒
『
六
一
詩
話
』
)
話詩浪槍『と立峨
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
宋
人
の
作
品
を
唐
人
の
そ
れ
に
ひ
き
比
べ
論
た
上
で
の
或
る
判
断
を
述
べ
て
い
る
。
但
だ
、
そ
の
判
断
が
語
る
の
六一雌
は
、
一
つ
の
価
値
勅
上
に
お
け
る
達
成
度
の
み
で
あ
り
内
容
に
及
ば
備
な
い
。
す
な
わ
ち
唐
詩
が
評
価
の
基
準
、
物
差
し
と
し
て
示
さ
れ
、
両
そ
れ
と
の
対
比
の
う
え
に
、
宋
人
の
作
品
が
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
献
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
こ
か
ら
、
文
字
と
お
り
に
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
唐
詩
一
般
に
対
す
る
高
い
評
価
を
見
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
唐
詩
と
宋
詩
の
質
的
な
相
違
に
関
す
る
具
体
的
な
見
方
を
知
る
こ
と
は
く潜
jlJ閲
長
卿字
に迫
減E遥
り、
て苦
唐
人
の
風
格
有
り
-
僕
以
為
(
劉
倣
『
中
山
詩
話
』
)
21 
で
き
な
い
。
こ
の
時
期
む
し
ろ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
唐
詩
一
般
、
宋
詩
一
般
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
な
詩
人
の
個
人
的
な
ス
タ
イ
ル
に
関
す
る
言
及
で
あ
る
。
仁
宗
朝
、
数
連
官
有
り
、
詩
を
以
て
名
を
知
ら
る
。
常
に
白
楽
天
の
体
を
慕
う
。
故
に
其
の
語
多
く
容
易
に
得
。
(
『
六
一
詩
話
』
)
こ
こ
に
見
え
る
「
:
・
体
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
あ
る
詩
人
の
個
人
的
な
ス
タ
イ
ル
、
詩
風
と
い
っ
た
意
味
あ
い
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
個
人
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
よ
う
に
特
定
の
様
式
を
指
し
て
も
用
い
ら
れ
る
。
煉
舎
人
従
易
、
時
文
方
に
盛
ん
な
る
の
際
に
当
た
り
、
独
り
醇
儒
古
学
を
以
て
称
せ
ら
る
。
其
の
詩
多
く
白
楽
天
に
類
す
。
蓋
し
楊
、
劉
唱
和
し
て
、
西
昆
集
行
な
わ
れ
し
自
り
、
後
進
の
学
ぶ
者
争
い
て
之
に
効
い
、
風
雅
一
変
す
。
之
を
西
昆
体
と
謂
う
。
(
ヱ
ハ
一
詩
話
』
)
さ
て
、
こ
の
「
体
」
よ
り
も
更
に
一
層
、
表
現
の
様
相
に
微
視
的
に
寄
り
添
う
こ
と
ば
と
し
て
「
詩
法
」
「
句
法
」
が
用
い
ら
れ
る
。
黄
魯
直
云
う
、
社
の
詩
法
は
審
言
に
出
で
、
句
法
は
庚
信
に
出
づ
:
。
(
陳
師
道
『
後
山
詩
話
』
)
王
制
公
の
五
字
詩
、
子
美
の
句
法
を
得
た
り
、
其
の
詩
に
云
う
、
「
地
2 
蝿
三
楚
大
、
天
人
五
湖
低
」
と
。
(
唐
庚
『
唐
子
西
文
録
』
)
詩
話
な
ど
に
見
ら
れ
る
こ
の
「
・
・
体
」
或
い
は
「
句
法
」
と
い
う
こ
と
ば
を
た
よ
り
に
、
詩
作
表
現
の
あ
り
方
と
、
そ
の
時
間
を
逐
つ
て
の
変
化
を
大
ま
か
に
辿
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
素
朴
な
歴
代
詩
史
と
見
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。
た
と
え
ば
ヱ
ハ
一
詩
話
』
の
場
合
、
右
に
引
い
た
諸
条
に
見
え
る
「
体
」
へ
の
言
及
を
は
じ
め
、
こ
れ
に
そ
の
他
の
条
も
含
め
て
読
み
合
わ
せ
れ
ば
、
「
唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
の
文
壇
の
停
滞
、
宋
初
の
H
白
楽
天
体
u
の
流
行
、
M
西
昆
体
H
の
席
巻
、
そ
し
て
梅
尭
臣
、
蘇
舜
欽
の
登
場
に
よ
る
革
新
」
と
い
う
、
著
者
、
欧
陽
備
に
よ
る
唐
か
ら
宋
に
か
け
て
の
詩
の
歴
史
の
ス
ケ
ッ
チ
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
だ
、
こ
こ
に
お
い
て
は
い
ま
だ
唐
と
宋
を
対
比
す
る
意
識
は
薄
い
よ
う
だ
が
、
次
の
例
は
ど
う
か
。
前
人
の
文
章
、
各
お
の
一
種
の
句
法
あ
り
。
老
杜
「
今
君
起
柚
春
江
流
、
予
亦
江
辺
具
小
舟
」
、
「
同
心
不
減
骨
肉
親
、
毎
語
見
許
文
章
伯
」
、
此
の
如
き
の
類
、
老
杜
の
句
法
な
り
。
東
披
「
秋
水
今
幾
竿
」
の
類
、
自
ず
か
ら
是
れ
東
披
の
句
法
な
り
。
魯
直
「
夏
扇
日
在
揺
、
行
楽
亦
云
脚
」
此
れ
魯
直
の
句
法
な
り
。
学
ぶ
者
若
し
能
く
遍
く
前
作
を
考
う
れ
ば
、
自
然
に
流
墜
を
度
越
せ
ん
。
(
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
包
間
集
巻
八
引
く
呂
本
中
『
呂
氏
童
蒙
訓
』
)
こ
の
資
料
で
は
、
三
人
の
詩
人
の
ス
タ
イ
ル
が
、
「
前
人
」
の
そ
れ
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
句
法
」
の
な
か
み
は
必
ず
し
も
分
明
で
は
な
い
が
、
対
比
さ
れ
る
詩
人
の
ス
タ
イ
ル
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
に
着
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
と
同
時
に
、
明
白
に
言
表
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
人
の
う
ち
、
杜
甫
は
唐
を
、
そ
し
て
蘇
戟
と
黄
庭
堅
は
宋
を
代
表
す
る
詩
人
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
よ
う
。
唐
詩
と
宋
詩
の
比
較
論
の
萌
芽
的
な
も
の
が
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
う
。
宋
詩
を
詩
の
歴
史
の
中
に
位
置
つ
け
た
?
え
、
歴
代
詩
史
に
お
け
る
宋
詩
の
特
徴
を
本
格
的
に
論
じ
た
も
の
に
、
右
の
資
料
の
書
き
手
、
日
本
中
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
南
宋
初
の
ひ
と
、
張
戒
の
2
窓
寒
堂
詩
話
』
が
あ
る
。
今
人
、
銭
鍾
書
氏
は
、
そ
の
著
『
談
墓
録
』
の
唐
詩
と
宋
詩
を
め
ぐ
る
議
論
に
際
し
て
、
「
厳
儀
卿
(
羽
)
首
侶
断
代
言
詩
、
槍
浪
詩
話
即
謂
H
木
朝
人
尚
理
、
唐
人
尚
意
興
H
云
云
」
と
述
べ
る
が
、
『
槍
浪
詩
話
』
の
諸
注
釈
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
歴
代
の
詩
を
時
間
軸
上
に
配
列
し
た
も
の
と
し
て
は
、
張
戒
の
『
歳
寒
堂
詩
話
』
が
『
治
浪
詩
話
』
に
先
ん
じ
る
。
国
朝
諸
人
の
詩
を
一
等
と
為
し
、
唐
人
の
詩
を
一
等
と
為
し
、
六
朝
の
詩
を
一
等
と
為
し
、
陶
、
阪
、
建
安
七
子
、
両
漢
を
一
等
と
為
し
、
か
は
風
騒
を
一
等
と
為
す
。
学
ぷ
者
須
ら
ず
次
を
以
て
参
究
し
、
科
に
盈
ち
て
而
る
後
に
進
め
ば
可
な
り
。
こ
こ
に
お
い
て
宋
詩
(
国
朝
諸
人
詩
)
は
、
「
唐
人
詩
」
ヱ
ハ
朝
詩
」
「
陶
、
阪
、
建
安
七
子
、
両
漢
」
「
風
騒
」
と
並
び
、
一
つ
の
要
素
と
し
て
詩
の
歴
史
の
な
か
に
明
確
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
詩
史
を
形
成
す
る
各
々
の
時
代
様
式
は
、
決
し
て
互
い
に
等
価
値
に
並
列
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
(和田)
国
風
、
離
騒
は
固
よ
り
論
ぜ
ず
。
漢
、
貌
自
り
以
来
、
詩
は
子
建
に
妙
に
、
李
、
杜
に
成
り
、
而
し
て
蘇
、
黄
に
壊
る
。
蘇
、
黄
の
習
気
、
浄
め
尽
し
て
、
始
め
て
以
て
唐
人
の
詩
を
論
ず
べ
し
。
唐
人
の
声
律
の
習
気
、
浄
め
尽
し
て
、
始
め
て
以
て
六
朝
の
詩
を
論
ず
ベ
し
。
鋪
刻
の
習
気
、
浄
め
尽
し
て
、
始
め
て
以
て
曹
、
劉
、
李
、
杜
の
詩
を
論
ず
ベ
し
。
エ
白
壬
百詩浪槍此
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
の
は
、
宋
詩
↓
唐
詩
↓
六
朝
↓
漢
貌
及
び
李
杜
峨
と
い
う
、
李
白
と
杜
甫
を
別
格
と
し
た
、
時
間
を
遡
る
高
み
へ
の
階
動
梯
、
あ
る
意
味
で
は
典
型
的
な
H
栄
古
随
今
H
の
文
学
観
と
言
え
よ
搬
う
。
そ
し
て
今
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
先
の
「
国
朝
諸
人
詩
」
に
f
トル詩
相
当
す
る
も
の
と
し
て
「
蘇
黄
」
の
名
が
具
体
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
醐
る
こ
と
で
あ
る
。
献
先
に
挙
げ
た
、
自
本
中
に
よ
る
杜
甫
、
蘇
拭
、
黄
庭
堅
の
三
者
を
め
ぐ
る
議
論
、
そ
こ
に
論
者
は
、
唐
詩
と
宋
詩
の
比
較
の
議
論
の
萌
芽
を
認
め
た
わ
け
だ
が
、
自
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
社
甫
か
ら
黄
庭
23 
竪
へ
の
衣
鉢
の
継
承
を
宗
旨
と
す
る
江
西
詩
派
の
首
唱
者
で
あ
り
、
ま
た
蘇
献
の
詩
の
愛
好
者
で
も
あ
っ
た
。
一
方
、
歴
代
の
詩
の
中
に
、
お
そ
ら
く
は
初
め
て
宋
詩
を
位
置
づ
け
て
論
じ
た
張
戒
も
ま
た
、
そ
の
評
価
は
自
と
は
対
照
的
な
が
ら
、
宋
詩
の
個
性
を
形
作
る
詩
人
の
代
表
と
し
て
蘇
献
と
黄
庭
竪
の
両
者
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
、
右
の
資
料
か
ら
知
ら
れ
る
。
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
評
価
の
方
向
性
は
別
と
し
て
、
蘇
紙
、
黄
庭
堅
の
達
成
を
契
機
に
、
宋
詩
の
歴
史
的
評
価
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
で
は
張
戒
は
、
蘇
拭
、
黄
庭
堅
の
何
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
唐
詩
の
場
合
は
「
声
律
」
、
六
朝
詩
に
あ
っ
て
は
「
錦
刻
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
様
式
に
お
け
る
克
服
す
べ
き
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
な
か
、
宋
詩
に
お
け
る
「
蘇
黄
の
習
気
」
と
は
具
体
的
に
と
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
。
そ
の
蘇
黄
批
判
を
手
が
か
り
に
、
彼
の
目
に
映
る
宋
詩
の
姿
の
一
端
を
、
今
し
ば
ら
く
追
っ
て
み
よ
う
。
子
臓
は
議
論
を
以
て
詩
を
作
り
、
魯
直
は
又
専
ら
以
て
奇
字
を
補
綴
った
す
。
学
ぷ
者
、
未
だ
其
の
長
ず
る
所
在
得
ず
し
て
、
先
に
其
の
短
な
き
所
を
得
、
詩
人
の
意
、
地
を
掃
け
り
。
こ
の
一
節
は
、
先
に
引
い
た
「
詩
は
子
建
に
妙
に
、
李
社
に
成
り
、
蘇
黄
に
壊
る
」
の
後
に
接
す
る
も
の
だ
が
、
宋
詩
の
一
特
徴
と
さ
れ
る
詩
の
散
文
化
を
批
判
す
る
、
早
い
時
期
の
も
の
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
詩
の
散
文
化
批
判
と
し
て
は
、
中
唐
、
韓
愈
の
詩
に
つ
い
て
だ
24 
が
、
貌
泰
『
臨
漢
隠
居
詩
話
』
(
並
び
に
『
冷
斎
夜
話
』
)
に
沈
括
の
こ
と
ば
と
し
て
引
か
れ
る
「
韓
退
之
の
詩
は
乃
ち
押
韻
の
文
な
る
の
み
、
健
美
官
自
路
な
り
と
雌
も
、
格
は
詩
に
近
か
ら
ず
」
と
い
う
一
節
が
想
起
さ
れ
る
が
、
後
に
は
『
槍
抽
出
詩
話
』
の
有
名
な
一
節
、
「
近
代
の
諸
公
、
奇
特
の
解
会
を
作
し
、
文
字
を
以
て
詩
を
為
り
、
議
論
を
以
て
詩
を
為
り
、
才
学
を
以
て
詩
を
為
る
、
是
を
以
て
詩
を
為
る
、
夫
れ
量
に
工
み
な
ら
ざ
ら
ん
、
終
に
古
人
の
詩
に
非
ざ
る
な
り
。
」
に
見
え
る
よ
う
に
、
宋
詩
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
批
評
家
た
ち
の
論
調
の
中
に
浸
透
し
て
ゆ
く
。
ま
た
黄
庭
堅
の
「
奇
{
干
」
使
用
に
つ
い
て
も
、
『
臨
漢
隠
居
詩
話
』
に
、
「
黄
庭
堅
、
詩
を
作
り
名
を
得
る
を
喜
ぶ
。
好
み
て
南
朝
人
の
語
を
用
い
、
専
ら
古
人
の
未
だ
使
わ
ざ
る
の
事
を
求
む
。
ま
た
一
二
の
奇
字
も
て
綴
葺
し
て
詩
を
成
し
、
自
ら
以
て
工
み
と
為
す
。
其
の
実
見
る
所
の
僻
な
る
な
り
。
故
に
句
新
奇
な
り
と
蛾
も
、
気
揮
厚
に
之
し
。
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。
次
の
一
節
で
は
、
蘇
紙
、
黄
庭
堅
両
者
の
、
先
行
す
る
文
学
か
ら
彼
ら
へ
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
。
黄
魯
直
、
自
ら
社
子
美
に
学
ぶ
と
言
い
、
干
臓
自
ら
陶
淵
明
に
学
ぶ
と
言
う
。
二
人
の
好
悪
、
己
に
同
じ
か
ら
ず
。
魯
直
、
子
美
に
学
ぷ
も
、
但
だ
其
の
格
待
を
得
る
の
み
。
子
胞
は
則
ち
又
専
ら
淵
明
を
伽
げ、
E
つ
臼
く
、
曹
、
劉
、
飽
、
謝
、
李
、
杜
の
諸
子
、
皆
及
ば
ざ
る
な
り
と
。
夫
れ
飽
、
謝
の
及
ば
ざ
る
は
則
ち
こ
れ
有
る
も
、
子
建
、
李
、
杜
の
詩
の
若
き
は
、
亦
た
何
ぞ
淵
明
に
塊
じ
ん
。
即
ち
淵
明
の
詩
、
妙
は
味
有
る
に
在
る
の
み
。
蘇
黄
が
学
ん
だ
と
さ
れ
る
陶
淵
明
と
杜
甫
、
こ
の
両
者
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
、
宋
代
に
至
っ
て
急
速
に
評
価
が
高
ま
り
、
定
着
し
た
詩
人
で
あ
る
こ
と
。
蘇
献
の
陶
淵
明
に
対
す
る
傾
倒
は
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
張
戒
の
言
の
基
づ
く
と
こ
ろ
、
『
吉
持
品
開
隠
叢
話
相
』
前
集
巻
四
に
東
披
の
言
を
引
き
「
吾
、
詩
人
に
於
い
て
甚
だ
し
く
好
む
所
無
き
も
、
独
り
淵
明
の
詩
を
好
む
。
淵
明
、
詩
を
作
る
こ
と
多
か
ら
ず
。
然
れ
ど
も
其
の
詩
、
質
に
し
て
実
は
締
、
躍
に
し
て
実
は
腺
な
り
。
官
、
劉
、
飽
、
謝
、
李
、
杜
、
諸
人
自
り
、
皆
及
ぶ
莫
き
な
り
。
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
に
当
た
ろ
う
。
こ
こ
で
は
淵
明
を
「
曹
、
劉
、
李
、
杜
」
の
上
に
置
く
東
披
の
見
識
が
、
札
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
黄
庭
堅
が
杜
甫
に
学
ん
だ
と
す
る
点
、
こ
れ
に
つ
い
て
張
戒
は
、
黄
庭
竪
が
学
ん
だ
の
は
社
甫
の
「
格
律
」
の
み
で
あ
る
と
す
る
。
「
格
律
」
と
は
、
こ
こ
で
は
近
体
な
ら
び
に
対
偶
等
の
一
定
の
規
則
を
有
す
る
詩
形
、
及
び
そ
の
詩
法
を
指
し
て
云
う
も
の
の
よ
う
だ
。
張
戒
は
ま
た
、
「
江
西
詩
社
宗
派
図
」
の
作
者
と
し
て
詩
壇
の
黄
庭
竪
崇
拝
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
呂
本
中
と
の
や
り
と
り
の
中
で
も
、
往
に
柄
雌
に
在
り
て
呂
舎
入
居
仁
に
見
ゆ
。
余
問
う
、
魯
直
、
子
美
の
髄
を
得
た
る
か
。
居
仁
田
く
、
然
り
、
・
・
・
・
・
・
〔
張
固
く
)
子
美
「
不
見
受
公
三
十
年
、
封
書
寄
与
涙
躍
援
・
」
の
如
き
、
此
等
の
旬
、
魯
直
少
日
に
能
く
す
。
「
方
丈
捗
海
費
時
節
、
玄
圃
尋
河
知
有
無
・
」
此
等
の
旬
、
魯
直
晩
年
に
能
く
す
。
「
莫
自
使
限
枯
、
収
汝
涙
縦
横
、
限
枯
却
見
骨
、
天
地
終
無
情
」
の
如
き
、
此
等
の
旬
、
魯
直
、
能
く
到
れ
る
や
。
居
仁
沈
吟
之
を
久
し
く
し
て
日
く
、
子
美
の
詩
、
学
ぶ
可
き
者
有
り
、
学
ぶ
可
か
ら
さ
る
者
有
り
。
余
日
く
、
然
れ
ば
則
ち
、
未
だ
之
を
髄
を
得
た
り
と
謂
う
可
か
ら
ず
と
。
)
黄
庭
堅
は
、
杜
甫
本
来
の
「
髄
」
と
も
言
う
べ
き
本
格
的
な
五
言
旧
古
詩
に
つ
い
て
は
及
び
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
七
律
(
右
の
「
因
許
何
八
奉
寄
江
寧
受
上
人
」
)
、
七
言
電
行
(
右
、
「
獄
麓
山
道
林
二
寺
行
」
)
白
な
ど
に
、
「
新
安
吏
」
等
の
古
詩
を
対
比
さ
せ
て
主
張
し
て
い
る
。
一言ロ備
さ
ら
に
次
の
資
料
で
は
、
蘇
黄
の
表
現
、
と
く
に
そ
の
修
辞
技
術
協
舶
に
対
す
る
批
判
が
見
ら
れ
る
。
『ル』立成の
日中間較比詩胃月
世
5
・
両宋唐
詩
の
用
事
を
以
て
博
と
為
す
は
、
顔
光
禄
に
始
ま
り
、
社
子
美
に
極
ま
る
。
押
韻
を
以
て
工
み
な
る
は
、
韓
退
之
に
始
ま
り
、
蘇
、
黄
に
極
ま
る
。
然
れ
ど
も
、
詩
は
、
志
の
之
く
所
な
り
、
情
中
に
動
き
言
に
形
わ
る
。
量
に
意
を
詠
物
に
専
ら
に
せ
ん
や
。
・
・
・
・
・
・
蘇
、
黄
の
用
事
押
韻
の
工
み
な
る
、
至
れ
り
尽
く
せ
り
。
然
れ
ど
も
其
の
実
を
究
む
れ
ば
、
乃
ち
詩
人
中
の
一
害
、
後
生
を
し
て
只
だ
用
事
押
韻
の
詩
為
る
を
知
る
も
、
詠
物
の
工
為
る
と
、
言
志
の
本
為
る
を
知
ら
ざ
ら
し
む
る
な
り
。
風
雅
此
れ
自
り
地
を
掃
け
り
。
25 
」
こ
で
は
蘇
黄
に
お
け
る
「
用
事
」
す
な
わ
ち
典
故
運
用
、
な
ら
び
に
「
押
韻
」
の
巧
み
さ
(
た
と
え
ば
険
韻
を
敢
え
て
選
び
用
い
る
こ
と
、
或
い
は
次
韻
の
多
用
と
い
っ
た
こ
と
を
指
す
で
あ
ろ
う
)
と
い
う
、
ふ
た
つ
の
面
の
達
成
が
、
む
し
ろ
詩
の
本
来
の
あ
り
方
を
績
な
う
欠
点
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
蘇
黄
批
判
か
ら
も
窺
わ
れ
る
張
戒
の
詩
学
の
一
特
徴
は
、
形
式
や
技
術
よ
り
も
内
容
を
重
視
す
る
点
で
、
こ
れ
は
次
の
一
節
に
明
白
に
う
た
わ
れ
て
い
る
。
建
安
、
陶
院
以
前
の
詩
、
専
ら
言
志
を
以
て
し
、
話
陸
以
後
の
詩
、
専
ら
詠
物
を
以
て
す
。
兼
て
之
れ
有
る
者
は
、
李
杜
な
り
。
言
志
は
乃
ち
詩
人
の
本
意
な
り
。
詠
物
は
特
だ
詩
人
の
余
事
な
る
の
み
。
古
詩
、
蘇
、
李
、
曹
、
劉
、
陶
、
院
は
、
本
と
詠
物
に
期
せ
ざ
る
も
、
詠
物
の
工
、
卓
然
と
し
て
天
成
し
、
復
た
及
ぷ
可
か
ら
ず
。
其
の
情
の
真
、
其
の
味
の
長
、
其
の
気
の
勝
、
三
百
篇
に
視
ぷ
る
も
塊
ず
る
無
き
に
幾
し
ロ
凡
そ
詩
人
の
本
意
を
得
た
る
を
以
て
な
り
。
潜
陸
以
後
、
専
ら
詠
物
を
意
と
し
、
彫
鱗
刻
鎮
の
工
、
日
び
以
て
増
え
た
る
も
、
詩
人
の
本
旨
、
地
を
掃
き
て
尽
き
た
り
。
彼
は
詩
作
の
営
為
亭
大
き
く
「
言
士
山
」
と
「
詠
物
」
に
分
げ
る
。
こ
の
二
つ
を
対
比
的
に
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
コ
一
吉
一
岳
山
」
と
は
、
内
な
る
も
の
(
志
)
の
表
出
(
言
)
、
「
詠
物
」
と
は
、
外
な
る
も
の
(
物
)
の
描
写
(
詠
)
と
な
ろ
う
か
。
三
百
一
同
士
山
」
は
無
論
、
『
尚
書
』
「
舜
典
」
、
『
詩
』
「
大
序
」
以
来
、
詩
の
本
旨
と
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
、
張
戒
は
「
詩
人
の
本
意
」
と
し
て
の
こ
の
コ
冨
士
山
」
に
、
「
余
事
」
と
し
26 
て
の
「
詠
物
」
を
従
属
さ
せ
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
「
詠
物
」
は
一
面
的
に
限
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
「
言
一
士
山
」
に
意
を
注
げ
ば
自
ず
と
成
る
も
の
で
あ
り
、
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
し
て
詩
の
歴
史
は
「
言
士
山
」
が
重
視
さ
れ
た
時
代
か
ら
「
詠
物
」
中
心
の
時
代
へ
と
い
う
下
降
の
歴
史
に
他
な
ら
ず
、
ま
し
て
蘇
黄
に
あ
っ
て
は
、
「
用
事
押
韻
の
詩
為
る
を
知
る
も
、
詠
物
の
工
為
る
と
言
志
の
本
為
る
を
知
ら
ざ
る
」
も
の
と
し
て
、
更
に
一
等
下
る
評
価
を
下
さ
れ
る
。但
だ
、
張
戒
の
発
言
を
見
る
際
、
忘
れ
て
な
ら
な
い
点
は
、
そ
れ
が
、
南
渡
後
の
元
祐
文
学
の
解
禁
に
江
西
派
の
盛
行
が
相
ま
っ
て
、
蘇
拭
と
黄
庭
竪
の
評
価
が
絶
大
で
あ
っ
た
詩
壇
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
当
代
文
学
に
対
す
る
批
判
が
そ
の
意
識
の
根
底
に
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
故
、
『
歳
寒
堂
詩
話
』
の
他
の
条
を
含
め
て
通
覧
す
る
な
ら
ば
、
蘇
紙
、
黄
庭
堅
の
文
学
を
全
面
的
に
否
定
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
彼
ら
自
身
の
成
就
に
つ
い
て
は
一
定
に
評
価
し
て
お
り
、
彼
の
批
判
の
眼
は
む
し
ろ
、
蘇
黄
の
詩
の
あ
り
方
を
無
反
省
に
受
け
入
れ
、
そ
の
「
習
気
」
に
染
ま
る
「
後
生
」
「
学
ぷ
者
」
た
ち
の
あ
り
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
以
上
、
蘇
紙
、
黄
庭
竪
の
詩
の
問
題
点
と
し
て
張
戒
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
を
見
て
気
づ
く
の
は
、
そ
の
何
れ
も
が
、
張
戒
に
前
後
し
て
他
の
論
者
か
ら
も
指
摘
さ
れ
、
や
が
て
蘇
黄
の
文
学
の
特
徴
と
し
て
、
特
に
マ
イ
ナ
ス
面
を
論
ず
る
際
に
、
な
か
ば
定
説
化
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
点
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
や
が
て
「
宋
詩
」
一
般
の
特
質
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
重
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
蘇
紙
、
黄
庭
竪
の
出
現
が
詩
史
的
に
見
て
ひ
と
つ
の
函
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
多
く
の
詩
論
家
た
ち
の
興
味
、
関
心
を
、
「
唐
詩
」
と
「
宋
詩
」
の
違
い
、
詩
の
唐
宋
比
較
に
向
け
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
張
戒
の
見
解
は
特
に
後
に
見
る
『
槍
浪
詩
話
』
の
議
論
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、
両
者
の
相
異
も
含
め
て
、
次
に
節
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
『
治
浪
詩
話
』
に
お
け
る
唐
宋
比
較
唐
人
と
本
朝
白
人
と
の
詩
、
未
だ
巧
拙
を
論
ぜ
ず
。
直
だ
是
れ
気
象
閉
じ
か
ら
ざ
る
の
み
。
(
詩
評
)
詩
に
詞
、
理
、
意
興
有
り
。
南
朝
白
人
、
詞
を
尚
ぴ
て
理
に
病
め
り
。
本
朝
の
人
、
理
を
尚
び
て
意
興
に
病
め
り
。
唐
人
は
意
興
を
尚
ぴ
て
理
は
其
の
中
に
在
り
。
漢
貌
の
詩
、
詞
理
意
興
、
跡
の
求
む
可
き
無
し
。
(
詩
評
)
詩
話
と
し
て
の
厳
羽
の
著
作
の
大
き
な
特
質
は
、
詩
に
関
す
る
様
々
な
議
論
を
網
羅
す
る
、
そ
の
体
系
性
に
あ
る
。
中
で
も
、
詩
の
様
式
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
目
配
り
は
、
先
に
見
た
『
歳
寒
堂
詩
話
』
に
先
脱
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
よ
り
本
格
的
に
こ
れ
を
取
り
扱
う
の
は
、
『
治
浪
詩
話
』
を
以
て
鳴
矢
と
す
る
。
ま
た
唐
詩
と
宋
詩
の
比
較
論
は
、
南
宋
後
半
に
成
立
し
た
本
書
を
待
っ
て
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
視
野
を
確
保
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
事
実
、
唐
と
宋
の
比
較
、
並
び
に
そ
れ
を
含
む
歴
代
詩
の
比
較
は
、
右
に
掲
げ
た
二
条
を
は
じ
め
、
本
書
の
主
要
な
テ
!
?
と
し
て
、
繰
り
返
し
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
厳
羽
の
詩
史
観
を
中
田
心
に
、
唐
宋
比
較
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
H
 
Z
小・白
『
治
抽
問
中
詩
話
』
五
篇
の
う
ち
の
「
詩
体
」
篇
は
、
歴
代
の
詩
を
「
体
」
に
指
よ
り
分
類
し
て
名
付
け
、
時
代
順
に
排
列
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
貌
触
の
「
建
安
体
」
「
黄
初
体
」
に
始
ま
り
、
宋
の
「
江
酉
吊
派
体
」
に
至
『
る
、
時
代
名
(
年
号
な
ど
)
を
冠
し
た
様
式
の
名
称
(
時
を
以
て
論
ん」立
じ
た
も
の
)
と
、
「
蘇
李
(
蘇
武
、
李
陵
〉
体
」
よ
り
「
楊
誠
斎
(
万
峨
里
)
体
」
に
至
る
、
ひ
と
り
或
い
は
複
数
の
、
詩
人
名
に
よ
る
様
式
論
の
名
称
(
人
を
以
て
論
じ
た
も
の
)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
さ
れ
て
い
蹴
る
。
同
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
体
」
に
つ
い
て
、
そ
の
指
し
示
す
婦
と
こ
ろ
が
非
常
に
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
各
体
に
対
す
る
評
両
価
は
特
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
詩
の
様
式
の
歴
史
的
展
開
献
に
対
す
る
厳
羽
の
特
別
な
関
心
は
、
こ
の
「
詩
体
」
篇
を
設
け
た
こ
と
に
も
十
分
に
窺
わ
れ
る
し
、
ま
た
一
方
、
他
の
篇
に
目
を
移
す
と
、
本
節
冒
頭
に
掲
げ
た
も
の
を
初
め
、
彼
の
詩
史
観
が
あ
ち
こ
ち
に
彼
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露
さ
れ
て
い
る
。
今
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
見
る
。
試
み
に
漢
視
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
次
に
晋
宋
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
次
に
南
北
朝
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
次
に
沈
宋
、
王
楊
庶
務
、
陳
拾
遣
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
次
に
開
元
天
宝
の
諸
家
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
次
に
独
り
李
杜
ニ
公
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
ま
た
大
暦
の
十
才
干
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
ま
た
元
和
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
ま
た
尽
く
晩
唐
の
諸
家
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
し
、
ま
た
本
朝
の
蘇
黄
以
下
の
諸
家
の
詩
を
取
り
て
之
に
熟
参
せ
ば
、
其
の
真
白
是
非
も
自
ず
か
ら
隠
す
能
わ
ざ
る
者
あ
ら
ん
。
儲
し
猶
お
此
に
於
い
て
見
る
無
く
ん
ば
、
別
ち
是
れ
野
狐
外
道
に
其
の
真
識
を
蒙
弊
せ
ら
れ
、
救
薬
す
可
か
ら
ず
、
終
に
悟
ら
ざ
る
な
り
。
〈
詩
弁
)
「
詩
を
論
ず
る
は
禅
を
論
ず
る
が
如
し
」
と
、
詩
の
理
解
を
禅
に
お
け
る
「
妙
悟
」
に
な
ぞ
ら
え
る
厳
羽
独
特
の
言
い
回
し
に
つ
い
て
は
今
は
置
き
、
学
ぶ
べ
き
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
各
時
代
の
詩
に
の
み
注
意
を
向
け
る
な
ら
、
「
漢
貌
」
の
詩
以
下
、
「
盟
国
宋
」
『
南
北
朝
」
「
沈
宋
王
楊
慮
賂
陳
拾
遺
」
「
開
元
天
宝
諸
家
」
「
李
杜
」
「
大
暦
十
才
子
」
「
元
和
」
「
晩
唐
諸
家
」
「
本
朝
蘇
黄
以
下
諸
家
」
と
、
各
代
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
が
、
古
代
か
ら
当
代
へ
と
時
代
を
下
る
よ
う
に
排
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
詩
体
」
篇
に
見
え
る
す
べ
て
十
六
の
時
代
に
よ
る
様
式
区
分
と
、
同
じ
く
三
十
六
の
詩
人
名
に
よ
る
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様
式
区
分
と
を
折
衷
し
、
そ
の
要
を
挙
げ
た
も
の
と
言
え
る
。
試
み
に
こ
れ
を
張
戒
の
区
分
に
比
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
お
お
よ
そ
の
流
れ
は
両
者
共
通
す
る
も
の
の
、
厳
羽
の
分
類
が
唐
代
の
詩
に
関
し
て
特
に
細
か
い
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
張
戒
の
場
合
、
「
唐
詩
」
一
般
と
「
李
杜
」
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
と
お
り
だ
が
、
厳
羽
は
こ
こ
で
は
、
六
つ
に
分
け
、
そ
れ
を
時
代
順
に
並
べ
る
。
そ
の
う
ち
「
開
元
天
宝
諸
家
」
と
「
李
杜
」
を
合
わ
せ
れ
ば
「
盛
庸
」
に
な
り
都
合
五
つ
。
実
際
「
詩
体
」
篇
で
は
、
「
唐
初
体
」
、
「
盛
唐
体
」
「
大
暦
体
」
「
元
和
体
」
「
晩
唐
体
」
の
五
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
大
暦
体
」
と
「
元
和
体
」
を
併
せ
れ
ば
四
つ
と
な
り
、
唐
詩
四
変
説
の
滋
鰯
と
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
さ
て
厳
羽
は
、
右
の
分
類
に
先
立
っ
て
、
各
代
の
詩
に
対
す
る
彼
の
評
価
を
、
こ
れ
も
禅
に
な
ぞ
ら
え
て
述
べ
て
い
る
。
禅
家
者
流
、
乗
に
小
大
有
り
、
宗
一
に
南
北
有
り
、
道
に
邪
正
有
り
。
学
ぶ
者
須
く
最
上
乗
よ
り
し
、
亙
法
眼
を
具
え
、
第
一
義
を
悟
る
べ
し
。
小
乗
禅
、
芦
間
畔
支
果
の
若
き
は
、
皆
な
正
に
非
さ
る
な
り
。
詩
を
論
ず
る
は
禅
を
論
ず
る
が
加
し
。
漢
説
皿
日
と
盛
唐
と
の
詩
は
、
則
ち
第
一
義
な
り
。
大
暦
以
週
の
詩
は
、
別
ち
小
乗
禅
な
り
。
己
に
第
二
義
に
落
つ
。
晩
唐
の
詩
は
、
則
ち
声
聞
辞
支
果
な
り
。
漢
貌
晋
と
盛
唐
と
の
詩
を
学
ぶ
者
は
、
臨
済
下
な
り
。
大
暦
以
遠
の
詩
を
学
ぶ
者
は
、
曹
洞
下
な
り
ロ
(
詩
弁
)
こ
こ
で
は
、
「
漢
貌
晋
」
「
盛
唐
」
「
大
暦
以
遠
」
「
晩
唐
」
と
、
更
に
大
ま
か
な
表
現
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
各
代
の
詩
に
対
す
る
評
価
が
明
白
に
さ
れ
て
い
る
。
先
の
張
戒
は
、
盛
唐
と
い
う
こ
と
ば
を
用
い
て
な
い
が
、
今
か
り
に
こ
れ
を
李
自
社
甫
に
置
き
換
え
る
な
ら
ば
、
其
の
評
価
は
漢
貌
詩
に
対
す
る
評
価
と
と
も
に
両
者
共
通
す
る
。
た
だ
、
張
戒
と
厳
羽
の
異
な
る
点
は
、
厳
羽
が
「
大
暦
」
以
降
と
そ
れ
以
前
を
厳
密
に
分
け
隔
て
る
こ
と
だ
。
張
戒
が
李
自
社
甫
に
対
し
て
、
唐
詩
の
中
に
あ
っ
て
別
格
の
評
価
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
見
た
と
お
り
だ
が
、
「
大
暦
」
の
前
と
後
で
、
唐
詩
の
性
格
あ
る
い
は
質
の
変
化
を
特
に
認
め
て
は
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
に
「
大
暦
」
以
後
に
属
す
る
韓
愈
の
詩
に
つ
い
て
も
、
李
杜
に
準
ず
る
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
杜
子
美
、
李
太
白
、
韓
退
之
一
人
、
才
力
倶
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
。
退
之
の
詩
、
正
に
太
白
と
敵
と
為
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
ニ
豪
並
び
立
た
ず
。
当
に
退
之
を
第
三
に
屈
す
べ
し
。
」
れ
に
対
し
厳
羽
は
「
犬
暦
以
還
」
の
峻
別
を
強
く
主
張
す
る
。
大
暦
以
前
、
分
明
に
別
に
是
れ
一
副
の
言
語
な
り
。
晩
唐
は
分
明
に
別
に
是
れ
一
副
の
言
語
な
り
。
本
朝
の
諸
公
、
分
明
に
別
に
是
れ
一
副
の
言
語
な
り
。
此
く
の
加
く
見
て
、
方
め
て
一
隻
眼
を
具
う
と
許
す
。
〔
詩
評
)
「
盛
唐
」
を
唐
詩
の
最
高
潮
と
し
、
「
大
暦
」
以
降
を
下
降
の
時
代
、
或
い
は
過
渡
期
と
す
る
詩
史
観
は
、
張
戒
に
は
明
確
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
実
の
と
こ
ろ
後
に
見
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
厳
羽
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
厳
羽
と
詩
の
見
方
を
大
き
く
異
に
す
る
詩
論
家
た
ち
に
も
、
意
見
の
一
致
を
見
る
も
の
が
あ
る
。
た
だ
厳
羽
が
他
の
批
評
家
に
も
ま
し
て
声
高
に
、
唐
詩
に
お
け
る
〉田
「
大
暦
」
以
降
の
断
絶
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
そ
倒
れ
が
厳
羽
の
詩
観
な
ら
び
に
詩
史
観
の
最
大
の
特
徴
な
の
だ
が
、
そ
白
の
背
景
に
は
、
唐
詩
そ
の
も
の
に
対
す
る
見
方
に
加
え
、
宋
詩
に
対
揺
す
る
彼
の
評
価
が
関
係
し
て
い
る
。
次
に
厳
羽
に
よ
る
宋
代
の
詩
の
糊
歴
史
の
概
観
を
見
て
お
き
た
い
。
ル』立成の論較七
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国
初
の
詩
、
尚
お
唐
人
に
沿
鋭
す
。
王
黄
州
は
白
楽
天
を
学
び
、
楊
文
公
、
劉
中
山
は
李
商
隠
を
学
び
、
盛
文
粛
は
章
蘇
州
を
学
び
、
欧
陽
公
は
韓
退
之
の
古
詩
を
学
び
、
梅
聖
食
は
唐
人
の
平
協
な
る
処
を
学
べ
り
。
東
波
、
山
谷
に
至
り
て
、
始
め
て
自
ら
己
が
意
を
出
だ
し
て
以
て
詩
を
為
り
、
唐
人
の
風
変
ぜ
り
。
山
谷
の
用
工
尤
も
深
刻
と
為
す
。
其
の
後
、
法
席
盛
ん
に
行
な
わ
れ
、
海
内
称
し
て
江
西
宗
派
と
為
す
。
近
世
、
越
紫
之
、
翁
霊
針
が
輩
、
独
り
頁
島
、
挑
合
の
詩
を
喜
び
、
梢
や
復
た
清
苦
の
風
に
就
く
。
江
湖
の
詩
人
、
多
く
其
の
体
に
効
い
、
一
時
自
ら
之
を
唐
宗
と
謂
う
。
知
ら
ず
止
だ
声
聞
辞
支
白
果
に
入
る
を
。
宣
に
盛
唐
諸
公
の
大
乗
正
法
眼
な
る
者
な
ら
ん
や
。
あ
あ
、
正
法
眼
の
伝
わ
る
無
き
こ
と
久
し
。
唐
詩
の
説
未
だ
唱
え
ら
れ
ざ
る
も
、
唐
詩
の
道
或
い
は
時
有
り
て
明
ら
か
な
り
。
今
既
に
其
の
体
を
唱
え
て
唐
詩
と
日
う
。
則
ち
学
者
謂
え
ら
く
唐
詩
は
誠
に
是
に
止
ま
る
の
み
と
。
詩
道
の
不
幸
を
重
ぬ
る
に
非
ざ
る
を
得
ん
や
。
故
に
予
自
ら
量
度
せ
ず
、
輔
ち
詩
の
宗
旨
を
定
め
、
且
つ
禅
を
借
り
て
以
て
喰
え
と
為
し
、
漢
貌
以
来
を
推
原
し
て
、
載
然
と
し
て
当
に
盛
唐
を
以
て
法
と
為
す
べ
し
と
調
う
。
(
後
漢
貌
を
捨
て
て
独
り
盛
唐
と
言
一
う
は
、
古
と
律
の
体
備
わ
れ
る
を
謂
う
な
り
)
罪
を
世
の
君
子
に
獲
と
離
も
、
辞
せ
ざ
る
な
り
。
(
詩
弁
〉
唐
の
詩
を
時
代
を
逐
っ
て
細
か
に
分
類
、
分
期
し
た
厳
羽
は
、
宋
の
詩
に
つ
い
て
も
、
「
国
初
」
「
東
披
、
山
谷
」
「
江
商
宗
派
」
「
越
、
翁
」
並
び
に
「
江
湖
詩
人
」
と
、
詩
風
の
変
遷
を
た
ど
る
。
こ
こ
に
気
づ
く
の
は
、
宋
詩
の
変
遷
を
、
常
に
唐
詩
と
の
照
応
の
も
と
に
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
宋
詩
の
歴
史
は
、
詩
の
あ
る
べ
き
姿
、
す
な
わ
ち
唐
詩
か
ら
の
逸
脱
の
過
程
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
主
に
批
判
さ
れ
て
い
る
対
象
は
み
つ
つ
。
一
つ
は
宋
詩
を
唐
詩
か
ら
か
け
隔
た
っ
た
と
こ
ろ
に
導
い
て
し
ま
っ
た
、
蘇
試
と
黄
庭
竪
。
二
つ
め
は
、
そ
の
黄
庭
堅
の
詩
学
を
護
持
す
る
江
西
派
。
三
つ
め
は
、
買
島
、
挑
合
の
詩
風
に
倣
い
、
そ
れ
を
「
唐
詩
」
と
称
す
る
超
紫
之
(
師
秀
)
、
翁
霊
箭
(
巻
)
、
す
な
わ
ち
「
永
嘉
四
霊
」
、
及
び
そ
れ
に
倣
う
江
湖
派
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
前
二
者
に
対
す
る
見
解
は
、
ほ
と
ん
ど
張
戒
の
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
。
30 
近
代
の
諸
公
、
奇
特
の
解
会
を
作
し
、
文
字
を
以
て
詩
を
為
り
、
議
論
を
以
て
詩
を
為
り
、
才
学
を
以
て
詩
を
為
る
、
是
を
以
て
詩
を
為
る
、
夫
れ
宣
に
工
な
ら
さ
ら
ん
、
終
に
古
人
の
詩
に
非
ざ
る
な
り
。
直
の
息
丘
蓋
し
一
唱
三
嘆
の
音
に
於
い
て
、
軟
ら
ざ
る
所
あ
り
。
E
つ
其
の
作
は
多
く
使
事
に
努
め
、
興
致
を
問
わ
ず
。
用
字
は
必
ず
来
歴
あ
り
、
押
韻
は
必
ず
出
処
あ
り
、
之
を
読
み
て
篇
を
終
わ
る
も
、
着
到
の
何
く
に
在
る
や
を
知
ら
ず
。
〈
一
部
再
掲
、
詩
弁
)
蘇
献
が
「
議
論
を
以
て
詩
を
作
」
っ
た
と
す
る
張
戒
の
批
判
が
、
厳
羽
の
こ
の
一
節
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
は
前
節
に
見
た
が
、
ま
た
こ
こ
に
厳
羽
が
指
摘
す
る
、
「
近
代
諸
公
」
に
お
け
る
押
韻
、
用
字
、
用
事
な
ど
の
偏
重
、
多
用
、
お
よ
び
そ
の
詩
作
に
お
け
る
弊
害
に
つ
い
て
も
ま
た
、
張
戒
の
蘇
黄
批
判
に
す
で
に
見
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
江
西
派
の
隆
盛
を
、
右
の
弊
害
の
詩
壇
に
お
け
る
蔓
延
と
し
て
捉
え
て
批
判
す
る
点
も
同
様
で
あ
っ
た
。
南
宋
初
の
張
戒
に
、
三
つ
め
の
「
四
霊
」
「
江
湖
詩
人
」
に
関
す
る
言
及
が
見
え
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
般
羽
の
唐
詩
観
を
見
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
「
江
湖
派
」
の
詩
の
流
行
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
十
三
世
紀
の
初
め
、
「
永
嘉
四
霊
」
す
な
わ
ち
、
越
師
秀
、
翁
巻
、
徐
照
、
徐
磯
ら
が
、
「
晩
唐
」
の
賀
島
、
挑
合
の
詩
に
学
び
、
や
が
て
そ
の
風
が
民
間
の
詩
人
た
ち
「
江
湖
詩
人
」
ら
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
そ
の
「
四
霊
」
の
う
ち
徐
磯
の
墓
誌
銘
は
、
彼
ら
の
師
、
葉
適
が
筆
を
執
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
言
う
、
「
唐
詩
廃
さ
れ
て
久
し
、
君
其
の
友
、
徐
照
、
翁
巻
、
越
師
秀
と
議
し
て
日
く
、
昔
人
浮
声
切
響
、
単
字
隻
句
を
以
て
巧
拙
を
計
る
。
蓋
し
風
騒
の
至
精
な
り
。
近
世
は
乃
ち
篇
を
連
ね
臓
を
累
ね
、
汗
漫
に
し
て
禁
ず
る
無
し
。
患
に
能
く
名
家
た
ら
ん
や
。
四
人
の
語
、
遂
に
其
の
工
を
極
め
、
市
し
て
唐
詩
此
れ
由
り
復
た
行
わ
る
。
」
と
。
ま
た
同
じ
く
徐
照
の
墓
誌
銘
に
お
い
て
も
、
四
人
が
唐
詩
の
再
興
を
心
が
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
(
『
水
心
先
生
文
集
』
巻
二
十
一
、
同
巻
十
七
〉
。
「
裁
然
と
し
て
盛
唐
を
以
て
法
と
為
す
」
厳
羽
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
「
唐
詩
」
の
捉
え
方
が
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
に
唐
詩
の
分
期
が
要
請
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
改
め
て
、
張
戒
と
厳
羽
の
詩
観
お
よ
び
詩
史
観
の
異
同
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
共
通
す
る
の
は
、
李
白
、
社
甫
並
び
に
漢
貌
詩
を
一
一
回
向
く
評
価
す
る
こ
と
。
ま
た
当
代
詩
、
す
な
わ
ち
宋
詩
に
関
し
て
は
、
そ
の
論
調
も
含
め
て
、
厳
羽
は
張
戒
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
両
者
は
宋
詩
批
判
の
書
と
し
て
の
性
格
を
共
有
し
て
い
る
。
一
方
、
唐
詩
に
つ
い
て
の
認
識
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
張
戒
が
杜
甫
、
李
白
と
、
他
の
唐
人
と
の
聞
に
一
線
を
引
く
、
つ
ま
り
は
価
値
の
軽
重
を
伴
い
つ
つ
も
並
行
す
る
二
つ
の
ス
タ
イ
ル
(
彼
の
こ
と
ば
に
倣
え
ば
、
各
々
二
等
」
)
と
し
て
唐
詩
を
捉
え
る
の
に
対
し
、
厳
羽
は
「
大
暦
」
以
前
と
「
大
暦
」
以
還
と
い
う
ふ
う
に
、
時
間
の
流
れ
の
前
後
に
価
値
の
高
低
を
振
り
分
け
、
更
に
そ
れ
に
基
っ
き
都
合
五
つ
の
時
代
様
式
を
た
て
る
。
李
杜
を
別
格
と
す
る
そ
の
趣
旨
の
み
を
捉
え
れ
ば
、
両
者
に
そ
れ
ほ
ど
の
隔
た
り
は
な
い
と
も
言
え
よ
う
が
、
詩
の
様
式
を
歴
史
に
沿
っ
て
排
列
す
る
形
式
、
歴
代
詩
史
と
し
て
の
体
裁
は
、
厳
羽
の
方
が
よ
り
合
理
化
さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
厳
羽
の
場
合
、
張
戒
以
後
の
宋
詩
の
展
開
を
踏
ま
え
、
宋
詩
と
唐
詩
を
対
比
す
る
意
識
が
よ
り
尖
鋭
に
な
り
、
〉回
そ
れ
が
唐
詩
の
純
化
(
或
い
は
理
想
化
)
を
要
求
し
、
そ
の
結
果
、
日河
円
強
過
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
「
盛
唐
詩
」
の
概
念
と
、
そ
れ
を
中
心
白
と
し
た
唐
詩
の
時
代
区
分
が
生
み
出
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
詰
ま
た
張
戒
は
、
宋
詩
に
お
け
る
「
蘇
黄
」
、
六
朝
詩
に
お
け
る
「
錦
帥
刻
」
と
並
べ
て
、
唐
詩
に
あ
っ
て
は
そ
の
「
声
律
」
を
、
「
浄
め
尽
『
く
す
」
ベ
き
「
習
気
」
と
し
て
挙
げ
る
の
は
先
に
見
た
。
「
声
律
」
立
と
は
す
な
わ
ち
、
と
く
に
近
体
に
求
め
ら
れ
る
韻
律
上
の
修
飾
を
指
叫
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
言
志
」
を
詩
の
本
旨
と
し
、
詩
の
内
容
を
重
論
視
す
る
張
戒
が
、
外
面
的
な
「
声
律
」
の
拘
束
を
否
定
す
る
の
は
領
出
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
一
方
、
厳
羽
は
近
体
詩
を
、
む
し
ろ
重
職
視
す
る
。
「
後
漢
貌
を
捨
て
て
独
り
盛
唐
と
言
う
は
、
古
と
律
の
両
体
備
わ
れ
る
を
謂
う
な
り
(
再
掲
「
詩
弁
」
)
」
。
こ
こ
で
は
古
体
、
献
近
体
合
わ
せ
て
の
古
典
詩
の
形
式
の
完
成
を
章
つ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
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は律
五詩
言は
律古
詩詩
よよ
りり
も も
難難
くく
五絶
言句
絶は
句八
は句
七よ
言り
絶も
句難
よく
り、
(も七
詩難言
法し律
〉。詩
「
言
士
山
」
を
尊
重
す
る
張
戒
の
詩
観
が
、
あ
る
意
味
で
伝
統
的
な
儒
家
の
立
場
に
拠
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
先
に
引
い
た
、
黄
庭
堅
を
め
く
る
呂
本
中
と
の
や
り
と
り
の
中
で
も
、
杜
甫
の
古
詩
(
新
安
吏
)
を
挙
げ
て
、
黄
庭
墜
と
社
甫
の
格
差
を
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、
彼
は
古
体
を
、
よ
り
重
視
す
る
。
一
方
こ
れ
に
対
し
厳
羽
の
立
場
が
反
儒
家
的
で
あ
る
な
ど
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
荒
井
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
ば
載
道
派
の
詩
観
か
ら
は
遠
い
と
こ
ろ
に
厳
羽
の
意
識
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
彼
の
詩
学
の
根
本
に
あ
る
の
が
、
「
興
趣
」
の
概
念
で
あ
る
。
彼
は
詩
を
詩
た
ら
し
め
る
最
も
重
要
な
も
の
と
し
て
、
こ
の
「
興
趣
」
を
説
く
。
盛
唐
の
諸
人
、
惟
だ
興
趣
に
在
り
。
持
羊
角
を
掛
く
、
跡
の
求
む
べ
き
な
し
。
故
に
其
の
妙
処
、
透
徹
玲
璃
、
湊
泊
す
べ
か
ら
ず
。(
誇
弁
)
古
体
、
近
体
と
い
う
詩
の
形
式
と
「
興
趣
」
と
の
関
連
は
、
直
接
に
言
及
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
判
然
と
は
し
な
い
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
詩
の
形
式
以
前
に
「
興
趣
」
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
厳
羽
が
近
体
を
重
視
し
て
い
る
事
実
は
否
め
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
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て
は
後
に
再
び
触
れ
る
。
張
戒
と
厳
羽
、
こ
の
両
者
の
根
本
的
な
詩
観
の
相
違
は
置
き
、
歴
代
詩
史
、
或
い
は
詩
の
唐
宋
比
較
論
と
し
て
見
比
べ
た
際
、
や
は
り
大
き
な
違
い
は
、
厳
羽
に
よ
る
唐
詩
の
時
代
区
分
、
並
び
に
「
大
腐
以
還
」
の
断
絶
の
主
張
で
あ
ろ
う
。
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
が
、
厳
羽
の
詩
史
観
の
中
心
に
あ
る
の
は
、
李
社
を
は
じ
め
と
す
る
盛
唐
詩
を
絶
対
的
な
も
の
と
す
る
考
え
で
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
、
「
江
西
派
」
や
「
江
湖
派
」
の
流
行
と
い
う
、
当
代
文
学
に
対
す
る
批
判
意
識
が
、
「
大
暦
以
還
」
の
断
絶
、
ひ
い
て
は
唐
詩
の
分
期
を
彼
に
主
張
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
厳
羽
に
お
け
る
唐
宋
詩
の
比
較
論
と
、
彼
に
よ
る
唐
代
詩
の
時
代
区
分
は
、
表
裏
を
成
し
て
切
り
放
せ
な
い
も
の
な
の
だ
。
そ
こ
で
、
歴
代
詩
史
、
あ
る
い
は
唐
宋
詩
比
較
論
と
し
て
の
『
槍
浪
詩
話
』
の
性
格
を
、
よ
り
明
確
に
文
学
批
評
史
の
中
に
捉
え
る
た
め
に
、
次
に
こ
の
唐
代
の
文
学
史
区
分
の
問
題
を
、
今
少
し
掘
り
下
げ
て
見
て
お
き
た
い
と
思
う
。
唐
代
の
文
学
史
区
分
そ
も
そ
も
「
盛
唐
」
の
概
念
は
い
つ
頃
成
立
し
た
の
で
あ
る
う
か
。
「
詩
体
」
篇
に
お
い
て
厳
羽
は
、
「
盛
唐
」
を
「
景
雲
以
後
、
開
元
天
宝
諸
公
之
詩
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
時
代
区
分
の
意
味
を
有
す
る
「
盛
唐
」
の
こ
と
ば
は
、
や
は
り
厳
羽
以
前
に
は
遡
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
盛
唐
」
が
指
し
示
す
う
ち
、
李
白
杜
甫
の
達
成
を
詩
の
歴
史
の
中
で
最
高
の
も
の
と
す
る
考
え
は
、
張
戒
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
宋
代
に
あ
っ
て
は
む
し
ろ
常
識
で
あ
り
、
早
く
は
、
韓
愈
、
白
居
易
、
元
穏
と
い
っ
た
、
中
唐
の
代
表
的
文
学
者
た
ち
に
も
そ
の
考
え
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
一
方
、
「
盛
唐
」
よ
り
後
の
詩
の
展
開
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
中
唐
の
校
然
『
詩
式
』
(
五
巻
本
)
巻
四
に
は
、
「
大
暦
中
の
詞
人
は
窃
か
に
青
山
白
雲
、
春
風
芳
草
を
占
め
て
、
以
て
己
が
有
と
為
せ
り
。
五
百
知
る
、
詩
道
の
初
め
て
喪
ぷ
は
、
正
に
こ
こ
に
在
ら
ん
こ
と
を
」
と
、
夙
に
厳
羽
と
同
様
、
「
大
暦
」
以
降
の
詩
の
あ
り
方
の
変
化
が
言
わ
れ
て
い
る
。
文
学
史
に
お
け
る
「
大
暦
」
と
い
え
ば
、
想
起
さ
れ
る
も
の
の
ひ
と
つ
に
「
大
暦
十
才
子
」
が
あ
る
。
『
槍
浪
詩
話
』
に
も
先
に
挙
げ
た
「
詩
弁
」
の
ほ
か
「
詩
体
」
に
お
い
て
も
、
歴
代
の
ス
タ
イ
ル
の
ひ
と
つ
と
し
て
見
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
ば
、
一
面
で
は
無
論
、
才
あ
る
詩
人
の
多
さ
を
強
調
し
た
も
の
で
あ
る
う
が
、
詩
の
歴
史
を
語
る
文
脈
に
置
い
て
こ
れ
を
見
た
と
き
、
必
ず
し
も
高
い
評
価
に
結
び
つ
く
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
十
人
を
集
め
て
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
「
十
」
を
構
成
す
る
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
重
み
が
相
対
的
に
小
さ
い
と
も
受
け
取
れ
よ
う
。
唐
末
の
司
空
図
「
与
王
駕
評
詩
」
(
『
司
空
表
聖
文
集
』
巻
一
)
に
、
「
国
初
、
上
文
章
を
好
み
、
風
雅
特
に
盛
ん
な
り
。
沈
宋
始
め
て
之
を
興
し
、
後
に
江
寧
に
傑
出
す
。
宏
恩
は
李
杜
に
於
い
て
極
ま
る
。
右
丞
、
蘇
州
、
趣
味
は
澄
理
、
清
仇
の
貫
達
す
る
が
若
し
。
大
暦
の
十
数
公
、
抑
そ
も
又
た
其
れ
次
げ
り
。
」
と
。
こ
の
「
大
暦
十
数
公
」
と
あ
る
の
は
、
恐
ら
く
は
「
十
才
子
」
と
同
じ
、
も
し
く
は
重
な
る
詩
人
た
ち
を
指
す
と
恩
わ
れ
る
が
、
具
体
的
詩
人
名
に
触
れ
な
い
。
ま
た
「
大
暦
十
才
子
」
の
こ
と
ば
と
詩
人
名
が
初
め
て
見
え
る
の
は
『
唐
書
』
「
文
芸
伝
」
下
、
慮
給
の
僚
だ
が
、
周
知
の
よ
)
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回
う
に
「
十
才
子
」
の
中
身
は
、
資
料
に
よ
り
揺
れ
が
あ
る
。
「
十
」
叩
と
数
字
は
具
体
的
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
指
し
示
す
具
体
的
な
詩
人
祖
名
が
資
料
に
よ
り
一
定
し
な
い
こ
と
に
も
、
そ
の
評
価
が
自
ず
と
現
詣
れ
て
い
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
厳
羽
が
「
大
暦
体
、
大
暦
十
才
子
之
蝕
詩
」
と
挙
げ
る
の
も
、
個
人
ご
と
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
で
は
な
く
、
『
時
代
に
よ
っ
て
区
分
さ
れ
た
「
体
」
の
一
つ
と
し
て
で
あ
っ
た
。
社
ま
た
「
大
暦
」
年
間
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
社
甫
の
没
年
に
当
た
峨
る
o
杜
甫
の
没
年
を
司
旧
陣
墨
田
』
本
伝
が
永
泰
二
年
と
す
る
の
に
対
論
し
、
諸
家
が
そ
の
誤
り
に
注
意
す
る
(
蘇
舜
欽
「
題
杜
子
美
別
集
後
」
Jλ 同
等
)
が
、
社
甫
評
価
吋
か
確
立
し
、
そ
の
事
跡
の
考
証
も
進
ん
だ
宋
以
構
降
、
恐
ら
く
は
「
大
暦
」
は
詩
を
語
る
人
々
に
と
っ
て
、
「
杜
甫
以
再
後
」
の
意
味
も
兼
ね
て
担
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
献
要
す
る
に
「
大
暦
」
は
、
そ
れ
以
前
の
諸
詩
人
の
活
躍
の
あ
と
、
i
特
に
杜
甫
以
降
べ
詩
の
歴
史
に
変
化
が
も
た
ら
さ
れ
た
時
期
と
し
て
、
厳
羽
以
外
の
批
評
家
遠
か
ら
も
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
宋
詩
の
評
価
に
関
し
て
は
厳
羽
と
お
よ
そ
対
照
的
な
呂
本
中
も
ま
た
「
唐
李
杜
の
出
で
て
、
一
世
に
規
熔
た
り
し
自
り
、
後
の
詩
を
言
う
者
、
皆
能
く
及
ぷ
莫
き
な
り
。
韓
、
柳
、
孟
郊
、
張
籍
諸
人
に
至
り
、
激
昂
奮
励
す
る
も
、
終
に
前
の
作
者
と
並
ぶ
能
わ
ず
。
元
和
以
後
、
国
朝
に
至
る
ま
で
、
歌
詩
の
作
の
或
い
は
伝
わ
る
者
も
、
多
く
旧
文
に
依
効
し
、
未
だ
趣
く
所
を
尽
く
さ
ず
、
・
」
(
『
苦
渓
漁
隠
叢
話
』
前
集
巻
四
十
八
引
く
「
宗
派
図
序
」
)
と
、
「
大
暦
」
「
元
和
」
に
こ
と
ば
の
出
入
り
が
あ
る
が
、
李
杜
以
降
の
断
絶
を
、
同
じ
く
主
張
す
る
。
さ
て
こ
の
「
大
暦
」
、
コ
元
和
」
を
併
せ
て
「
中
唐
」
と
し
た
の
が
、
一
般
に
は
明
、
守
口
同
様
の
『
唐
詩
品
葉
』
で
、
こ
れ
以
降
、
唐
詩
四
変
説
が
浸
透
し
て
ゆ
く
と
さ
れ
る
の
だ
が
、
「
中
唐
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
は
、
こ
れ
に
先
ん
じ
て
元
初
、
方
回
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
唐
宋
律
詩
の
選
集
、
『
繍
套
律
髄
』
巻
十
、
許
揮
「
春
日
題
意
曲
野
老
部
品
回
」
詩
の
方
回
の
評
に
「
予
の
詩
を
選
ぶ
は
老
社
を
以
て
主
と
為
す
。
老
杜
同
時
の
人
、
皆
な
盛
唐
の
作
、
亦
た
皆
な
之
を
取
る
。
中
唐
は
則
ち
大
暦
以
後
、
元
和
以
前
、
亦
た
多
く
之
を
取
る
。
晩
唐
諸
人
、
頁
島
一
別
派
を
開
き
、
銚
合
之
を
継
ぐ
:
・
」
と
見
え
る
。
方
回
は
周
知
の
と
お
り
、
江
西
派
の
詩
観
を
奉
ず
る
詩
論
家
で
、
特
に
蘇
献
、
黄
庭
堅
、
陳
師
道
ら
宋
人
の
詩
を
、
唐
詩
に
劣
ら
ず
高
く
評
価
す
る
点
に
お
い
て
は
、
厳
羽
の
詩
観
と
相
容
れ
な
い
が
、
唐
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詩
の
時
代
区
分
に
つ
い
て
は
、
「
盛
唐
」
の
後
を
「
中
唐
」
と
し
、
其
の
後
に
「
晩
唐
」
を
配
す
る
な
ど
、
厳
羽
の
区
分
を
襲
っ
て
い
る
。
厳
羽
の
「
大
暦
」
「
元
和
」
を
併
せ
て
「
中
唐
」
と
す
る
他
に
、
厳
羽
の
区
分
に
見
え
て
方
回
に
見
え
な
い
の
は
「
唐
初
体
」
で
、
こ
う
し
た
用
語
の
不
統
一
は
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
間
が
な
い
こ
と
、
或
い
は
方
図
の
右
の
区
分
が
直
接
に
厳
羽
に
倣
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
実
質
的
内
容
は
厳
羽
と
異
な
ら
な
い
。
厳
羽
か
ら
方
回
の
時
間
的
な
距
離
は
、
お
お
よ
そ
五
十
年
ほ
と
だ
が
、
お
そ
ら
く
唐
詩
の
時
代
区
分
は
厳
羽
の
提
唱
以
来
、
こ
と
ば
の
若
干
の
揺
れ
を
伴
い
つ
つ
浸
透
し
て
い
っ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
批
評
家
の
多
少
の
詩
観
の
違
い
を
越
え
る
合
理
性
を
四
変
説
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
や
が
て
明
代
、
古
文
辞
派
の
隆
盛
と
盛
唐
詩
の
絶
対
的
重
視
を
承
け
、
四
変
説
が
唐
代
の
文
学
史
区
分
と
し
て
定
着
し
て
ゆ
く
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
振
り
返
っ
て
厳
羽
以
前
に
遡
る
と
、
彼
の
云
う
「
盛
唐
」
を
、
、
必
ず
し
も
唐
代
文
学
の
頂
点
と
は
見
な
さ
な
い
文
学
史
も
存
在
し
た
。
い
わ
ゆ
る
唐
代
文
学
三
変
説
で
あ
る
。
厳
羽
の
「
盛
唐
」
説
と
三
変
説
、
こ
の
両
者
は
と
の
よ
う
に
異
な
る
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
背
景
の
も
と
に
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
世
に
謂
う
、
貞
元
元
和
の
問
、
辞
人
の
咳
唾
、
皆
な
珠
玉
を
成
せ
り
。
(
銚
鉱
『
唐
文
粋
』
序
〉
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
大
暦
」
、
コ
河
和
」
と
は
、
盛
り
を
過
ぎ
た
下
降
期
或
い
は
過
渡
期
と
し
て
の
受
け
と
め
方
が
も
っ
ぱ
ら
で
あ
っ
た
が
、
三
変
説
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
と
は
正
に
反
対
に
、
噌
」
の
元
和
を
含
む
中
庸
を
唐
代
文
学
の
最
高
の
時
代
と
す
る
。
小
川
環
樹
氏
『
唐
詩
概
説
』
は
、
右
に
挙
げ
た
『
唐
文
粋
』
を
、
三
変
説
の
初
め
と
す
る
が
、
そ
こ
に
は
明
確
に
「
三
変
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
貞
元
、
一
苅
和
期
を
唐
代
文
学
の
最
高
の
時
期
と
す
る
点
で
は
、
実
質
的
に
そ
の
先
駆
と
言
え
る
。
コ
ニ
変
」
を
は
っ
き
り
と
言
う
の
は
宗
祁
『
唐
書
』
「
文
芸
伝
」
で
中
の
ヲ
令
。
天
下
を
有
つ
こ
と
三
百
年
、
文
章
無
慮
大
暦
、
貞
元
の
問
、
美
才
輩
出
し
、
道
真
を
嬬
噴
し
、
型
涯
を
酒
泳
す
。
是
に
於
い
て
、
韓
愈
之
を
信
し
、
柳
宗
元
、
李
師
、
皇
甫
椛
等
、
之
に
和
し
、
百
家
を
排
逐
す
。
法
度
森
厳
、
晋
貌
に
抵
蝶
し
、
上
漢
周
を
札
す
。
唐
の
文
完
然
と
し
て
一
王
法
と
為
る
、
此
れ
其
の
極
み
な
り
。
.
.
 
唐
変
す
コ
ニ
変
」
の
最
初
は
、
高
祖
、
太
宗
の
世
、
「
江
左
の
余
風
」
に
沿
っ
た
時
期
で
、
「
王
(
勃
)
、
楊
(
畑
)
」
が
活
躍
。
次
い
で
玄
宗
の
、
「
離
琢
」
を
厭
い
「
雄
海
」
の
気
に
溢
れ
た
治
世
。
こ
の
時
期
は
、
「
燕
許
(
張
説
、
蘇
題
)
」
が
文
壇
の
主
流
を
担
っ
た
。
こ
れ
に
続
く
の
が
右
に
引
い
た
、
韓
愈
、
柳
宗
元
ら
が
主
導
し
て
新
し
い
文
学
を
切
り
開
い
た
時
期
と
な
る
。
以
下
、
「
侍
従
酬
奉
」
に
は
、
李
鵬
明
、
宗
之
問
、
沈
住
期
、
王
維
、
「
制
加
」
に
は
、
常
茶
、
楊
炎
、
陸
費
、
権
徳
興
、
王
仲
野
、
李
徳
裕
、
「
言
詩
」
は
、
社
甫
、
李
白
、
元
穂
、
白
居
易
、
劉
馬
錫
、
「
諸
怪
」
は
、
李
賀
、
杜
牧
、
李
商
隠
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
名
を
列
挙
す
る
。
〕回
こ
の
二
つ
の
文
学
史
の
背
景
の
違
い
に
は
幾
つ
か
あ
る
。
こ
れ
に
inu
〔
5】
何
つ
い
て
川
合
氏
は
、
「
三
変
説
」
は
韓
愈
ら
の
古
文
運
動
へ
の
高
い
白
評
価
、
な
ら
び
に
そ
の
復
興
の
主
張
を
背
景
と
し
た
、
も
っ
ぱ
ら
文
指
が
中
心
に
据
え
ら
れ
た
分
類
で
あ
り
、
一
方
「
四
変
説
」
は
、
盛
唐
糊
詩
へ
の
絶
対
的
評
価
の
上
に
提
起
さ
れ
た
、
詩
を
中
心
と
し
た
も
の
『
と
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に
敢
え
て
論
者
の
卑
見
を
つ
け
加
え
る
な
ら
批
ば
、
「
=
一
変
説
」
は
、
文
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
詩
を
も
そ
の
中
械
に
包
括
し
た
、
詩
と
文
を
む
し
ろ
分
け
隔
て
な
い
文
学
史
、
「
四
変
論
説
」
は
こ
れ
と
は
逆
に
、
言
外
に
詩
の
独
立
性
を
主
張
す
る
文
学
史
同
一
で
あ
る
と
思
う
。
構
右
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
学
史
は
、
何
故
、
か
た
両
や
詩
と
文
を
併
せ
て
対
象
と
し
、
一
方
は
詩
の
み
を
対
象
と
す
る
の
献
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
何
も
、
前
者
が
文
学
一
般
を
対
象
と
す
る
「
文
芸
伝
」
で
、
後
者
が
「
詩
話
」
だ
か
ら
と
い
う
単
純
な
問
題
で
は
な
い
。
著
述
と
し
て
の
出
自
、
性
格
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は
無
論
異
に
し
な
が
ら
も
、
両
者
は
文
学
の
あ
り
方
の
変
遥
を
歴
史
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
、
文
学
史
と
し
て
の
性
格
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
両
者
の
文
学
観
の
拠
っ
て
立
っ
と
こ
ろ
の
違
い
、
発
言
者
と
文
学
と
の
関
わ
り
、
或
い
は
ま
た
文
学
全
般
の
中
に
お
け
る
詩
の
位
置
な
ど
、
大
き
な
問
題
を
う
ち
に
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。
今
、
右
の
視
点
か
ら
『
槍
浪
詩
話
』
の
性
格
を
も
う
一
度
捉
え
直
し
、
本
稿
の
と
り
あ
え
ず
の
結
び
に
代
え
た
い
と
思
う
。
こ
こ
で
両
者
の
相
違
点
を
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
は
成
立
し
た
時
代
の
違
い
。
前
者
は
北
宋
中
期
、
後
者
は
南
宋
後
期
。
著
者
の
違
い
で
見
れ
ば
、
官
僚
文
人
と
処
士
。
著
述
の
性
格
は
、
正
史
と
詩
話
。
こ
の
う
ち
前
者
の
、
北
宋
期
、
官
僚
文
人
の
手
に
な
っ
た
正
史
と
い
う
性
格
は
、
右
の
川
合
氏
の
指
嫡
さ
れ
る
、
古
文
運
動
へ
の
評
価
と
そ
の
復
興
と
い
う
、
「
一
ニ
変
説
」
の
背
景
と
見
事
に
重
な
る
。
で
は
後
者
、
『
槍
浪
詩
話
』
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
南
宋
後
期
と
い
う
時
代
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
至
っ
て
、
多
く
の
作
者
に
よ
る
様
々
の
営
為
の
結
果
、
唐
の
文
学
と
の
対
比
を
可
能
に
す
る
だ
け
の
、
宋
代
文
学
と
し
て
の
個
性
の
明
確
化
と
作
品
の
蓄
積
が
見
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
唐
宋
比
較
の
条
件
が
整
っ
た
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
先
の
問
題
、
何
故
詩
な
の
か
、
を
重
ね
る
な
ら
ば
、
詩
に
お
け
る
唐
宋
の
対
照
が
最
も
際
だ
つ
、
或
い
は
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
も
増
し
て
詩
の
唐
宋
比
較
に
意
義
が
あ
る
と
筆
者
が
判
断
し
た
、
と
い
う
解
釈
が
一
応
は
で
き
よ
う
。
ま
た
筆
者
厳
羽
が
一
生
官
途
に
つ
か
ず
処
士
、
す
な
わ
ち
一
民
間
人
と
し
て
過
ご
し
た
と
い
う
こ
と
と
、
詩
話
と
い
う
著
作
と
し
て
の
性
格
は
、
有
機
的
な
関
連
を
有
し
て
い
る
。
宋
代
の
詩
の
概
説
書
が
等
し
く
教
え
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
南
宋
に
な
る
と
、
詩
の
享
受
者
層
が
広
が
り
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
士
人
の
み
に
止
ま
ら
な
く
な
る
。
い
っ
た
い
宋
代
以
降
は
士
庶
の
区
別
が
あ
い
ま
い
な
時
期
で
あ
る
が
、
詩
の
書
き
手
、
読
み
手
と
も
に
、
多
く
の
民
間
人
が
詩
と
関
わ
り
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
北
宋
期
の
詩
話
は
、
欧
陽
情
、
司
馬
光
、
或
い
は
陳
師
道
な
ど
、
一
流
の
詩
人
文
人
に
よ
る
も
の
が
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て
南
宋
以
降
は
、
そ
う
し
た
詩
話
を
集
め
て
編
集
し
直
し
た
も
の
、
或
い
は
筆
者
自
身
は
一
流
の
作
者
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
も
の
、
が
目
に
付
く
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば
、
北
宋
期
の
詩
話
や
、
蘇
紙
、
黄
庭
竪
と
い
っ
た
代
表
的
詩
人
の
、
詩
に
関
す
る
発
言
を
集
め
、
言
一
及
さ
れ
る
詩
人
、
対
象
別
に
編
み
直
し
た
胡
仔
『
苔
渓
漁
隠
叢
話
』
、
ま
た
多
く
の
詩
話
の
条
項
を
内
容
別
に
編
集
し
、
全
体
と
し
て
詩
作
百
科
と
し
て
の
体
裁
を
と
る
貌
慶
之
『
詩
人
玉
屑
』
。
こ
う
し
た
著
作
の
背
景
に
は
、
南
中
小
期
に
入
っ
て
後
の
詩
の
享
受
者
層
の
拡
大
と
、
そ
う
し
た
人
々
を
対
象
と
し
た
営
利
出
版
の
進
展
確
立
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
見
た
「
江
湖
派
」
の
流
行
は
、
無
論
こ
れ
に
重
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
江
湖
派
」
の
中
心
人
物
の
ひ
と
り
、
陳
起
が
出
版
業
を
営
み
、
「
江
湖
詩
人
」
た
ち
の
作
品
を
編
纂
し
て
出
版
し
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
(
『
四
庫
提
要
』
集
部
総
集
類
二
「
江
湖
小
集
」
「
江
湖
後
集
」
)
。
こ
の
他
こ
の
時
期
に
編
集
さ
れ
た
も
の
に
、
唐
詩
の
総
集
と
し
て
知
ら
れ
る
周
弼
『
三
体
詩
』
が
あ
り
、
こ
の
書
も
ま
た
、
右
の
よ
う
な
民
間
詩
人
を
対
象
と
し
た
詩
作
指
南
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
時
代
は
や
や
下
が
り
元
初
、
先
に
触
れ
た
方
回
『
滅
歪
律
髄
』
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
意
識
し
て
著
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
右
に
挙
げ
た
諸
書
に
は
幾
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。
ま
ず
目
に
つ
く
の
は
、
例
外
が
無
い
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
近
体
を
重
視
、
或
い
は
近
体
の
み
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
近
体
詩
が
成
立
し
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
唐
代
で
あ
る
が
、
と
く
に
中
唐
以
降
の
文
人
の
生
涯
に
お
け
る
詩
作
の
あ
り
方
を
辿
る
な
ら
ば
、
お
お
む
ね
若
年
の
未
だ
官
途
に
つ
か
な
い
時
、
或
い
は
官
位
の
低
い
際
に
、
多
く
古
体
が
製
作
さ
れ
、
そ
こ
に
作
者
の
政
治
的
抱
負
が
歌
い
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
、
官
途
に
お
い
で
あ
る
程
度
の
地
位
に
着
い
て
の
ち
は
、
あ
ま
り
古
体
に
腕
を
振
る
わ
な
く
な
り
、
多
く
近
体
を
作
る
、
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
典
型
的
な
例
と
し
て
、
直
ぐ
さ
ま
想
起
さ
れ
る
の
が
白
居
易
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
自
の
早
年
の
作
品
を
ま
と
め
た
『
長
鹿
集
』
に
は
、
「
瓢
諭
」
「
閑
適
」
「
感
傷
」
の
三
分
類
か
ら
な
る
古
詩
の
力
作
が
収
め
ら
れ
る
が
、
『
後
集
』
以
降
、
こ
の
三
分
類
は
放
棄
さ
れ
、
詩
作
の
大
部
分
を
近
体
が
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
無
論
こ
れ
は
一
つ
の
傾
向
に
過
ぎ
ず
、
例
外
も
あ
る
の
だ
が
、
先
に
見
た
張
戒
の
用
語
を
借
り
て
大
き
く
捉
え
る
な
ら
ば
、
「
言
志
」
に
よ
り
相
応
し
い
詩
形
は
、
あ
く
ま
で
も
古
体
で
あ
る
と
-
一
zp
え
る
。
こ
の
こ
と
と
、
南
宋
期
、
新
た
に
詩
作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
多
く
の
民
間
詩
人
た
ち
が
、
専
ら
近
体
を
そ
の
対
象
と
し
た
こ
と
と
〉回
に
は
、
関
連
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
政
治
を
志
す
者
と
し
て
で
は
な
く
、
日何
詩
作
そ
の
も
の
を
楽
し
も
う
と
す
る
な
ら
ば
、
志
を
盛
る
器
と
し
て
は
の
古
体
に
対
す
る
関
心
は
低
く
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
詩
形
の
中
に
凝
縮
諾
さ
れ
た
詩
的
感
興
を
盛
り
込
む
近
体
の
方
が
好
ま
れ
る
こ
と
は
容
易
触
に
想
像
で
き
る
。
そ
れ
に
近
体
は
韻
律
上
の
規
則
が
有
る
反
面
、
そ
『
れ
に
則
り
さ
え
す
れ
ば
、
詩
と
し
て
の
体
裁
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
ん』立
の
だ
か
ら
。
峨
義
的
な
賢
子
思
想
に
基
づ
く
文
学
観
か
ら
は
比
較
的
自
由
で
あ
論
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
著
作
の
特
徴
の
一
っ
と
言
え
る
。
む
し
ろ
詩
峨
作
の
技
術
面
ゃ
、
或
い
は
純
粋
に
「
文
学
的
」
側
面
か
ら
の
詩
の
考
蔚
察
が
目
に
留
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
も
ま
た
、
右
に
述
べ
た
こ
と
両
と
関
わ
り
を
持
と
う
。
献
こ
れ
ら
の
こ
と
は
「
何
故
詩
な
の
か
」
と
い
う
問
題
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。
彼
ら
民
間
詩
人
た
ち
に
と
っ
て
の
詩
と
文
は
、
『
唐
書
』
「
文
芸
伝
」
の
書
き
晶
子
ら
に
と
っ
て
の
詩
と
文
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
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大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
も
ま
た
川
合
氏
が
別
の
稿
で
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
中
唐
か
ら
北
宋
に
か
け
て
は
、
詩
と
文
を
と
も
に
よ
く
す
る
文
人
が
輩
出
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
と
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
士
大
夫
隠
の
理
念
と
し
て
も
、
詩
と
文
の
両
方
、
と
も
に
よ
く
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
唐
文
三
変
説
は
こ
う
し
た
詩
文
併
重
、
あ
る
い
は
詩
文
兼
能
の
時
代
恩
潮
を
背
景
に
、
士
大
夫
の
正
統
な
る
文
学
観
の
も
と
、
前
代
の
文
学
を
振
り
返
っ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
江
湖
の
多
く
の
詩
人
に
と
っ
て
、
文
と
詩
の
隔
た
り
は
、
古
詩
と
近
体
の
隔
た
り
に
も
増
し
て
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
「
詩
話
は
あ
る
が
文
話
は
少
な
い
」
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
南
宋
期
以
降
の
文
学
の
担
い
手
の
多
層
化
が
生
み
出
し
た
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
の
分
化
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
『
議
室
律
髄
』
序
に
言
ヨ
ノ
、
「
文
の
精
な
る
者
は
詩
と
為
す
、
詩
の
精
な
る
者
は
律
と
為
す
」
。
こ
の
こ
と
ば
は
彼
ら
の
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
お
け
る
好
尚
を
、
端
的
に
物
語
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
厳
羽
の
著
作
は
、
右
に
見
た
、
南
宋
期
に
お
け
る
詩
を
め
ぐ
る
状
況
の
中
で
生
み
出
さ
れ
て
き
た
著
作
の
特
徴
を
典
型
的
に
備
え
て
い
る
。
詩
の
み
を
対
象
と
し
、
と
り
わ
け
近
体
を
重
視
す
る
こ
と
、
儒
家
の
効
用
主
義
的
な
文
学
観
か
ら
は
距
離
を
置
き
、
何
よ
り
も
詩
的
感
興
「
輿
趣
」
を
優
先
す
る
こ
と
、
詩
作
入
門
的
性
格
お
よ
び
そ
れ
に
付
随
す
る
啓
蒙
的
口
吻
、
等
々
。
彼
自
身
は
た
と
え
ば
江
湖
派
に
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対
す
る
批
判
を
口
に
す
る
が
、
そ
の
彼
も
ま
た
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
詩
を
め
ぐ
る
状
況
の
流
れ
の
中
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
彼
の
強
い
こ
と
ば
の
江
湖
派
批
判
は
、
か
え
っ
て
彼
の
こ
と
ば
の
発
信
対
象
が
江
湖
派
の
担
い
手
と
層
を
同
じ
く
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
詩
人
玉
屑
』
が
全
書
の
総
論
、
詩
の
原
理
論
と
し
て
冒
頭
に
置
く
の
も
、
他
で
も
な
く
こ
の
『
槍
浪
詩
話
』
な
の
で
あ
る
。
右
に
述
べ
き
た
っ
た
こ
と
に
は
、
い
さ
さ
か
武
断
に
過
さ
る
点
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
く
に
詩
と
文
の
関
係
、
文
学
一
般
に
お
い
て
詩
を
特
別
に
扱
う
こ
と
は
、
士
大
夫
層
に
あ
っ
て
も
、
そ
う
な
の
で
あ
り
、
特
に
民
間
詩
人
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
詩
と
文
を
対
比
し
た
際
、
こ
の
う
ち
文
に
対
す
る
意
欲
関
心
が
著
し
く
欠
落
す
る
の
が
、
民
間
詩
人
、
或
い
は
南
宋
以
降
の
詩
の
新
し
い
享
受
者
層
の
特
質
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
厳
羽
の
も
っ
ぱ
ら
詩
の
み
を
対
象
と
す
る
文
学
史
が
、
こ
う
し
た
階
層
に
根
ざ
し
て
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
仮
説
で
あ
る
が
、
だ
と
す
れ
ば
厳
羽
以
降
の
文
学
史
観
、
と
く
に
唐
詩
観
を
見
る
際
、
そ
こ
に
提
起
さ
れ
る
見
解
は
、
厳
羽
の
見
解
の
ど
の
部
分
を
受
け
継
ぎ
、
ま
た
ど
の
部
分
が
受
け
継
が
れ
な
か
っ
た
の
か
を
、
発
言
者
の
社
会
的
或
い
は
文
学
的
立
場
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
詩
と
文
の
関
係
も
含
め
て
考
究
す
べ
き
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
注
『
治
浪
詩
話
』
に
関
し
て
、
本
稿
が
特
に
参
考
に
し
た
の
は
、
郭
紹
虞
『
治
浪
詩
話
校
釈
』
(
一
九
六
一
年
北
京
、
一
九
八
三
年
北
京
、
人
民
文
学
出
版
社
再
版
)
、
な
ら
び
に
荒
井
健
『
文
学
論
集
・
槍
浪
詩
話
』
(
一
九
六
七
年
、
朝
日
新
聞
社
、
中
国
文
明
選
十
一
一
一
〉
の
両
害
で
あ
る
。
論
中
、
い
ち
い
ち
注
記
し
な
か
っ
た
が
、
両
書
か
ら
は
多
大
な
恩
恵
を
-
つ
け
て
い
る
。
な
お
引
用
文
献
の
う
ち
『
治
浪
詩
話
』
は
右
の
郭
氏
白
書
に
よ
り
、
そ
の
他
、
詩
話
類
は
、
お
お
む
ね
『
歴
代
詩
話
』
(
一
九
八
一
年
、
北
京
一
、
中
華
書
局
)
、
『
歴
代
詩
話
続
編
』
(
一
九
八
三
年
、
北
京
、
中
華
書
局
)
、
お
よ
び
『
苦
渓
漁
隠
叢
話
』
(
一
九
八
一
年
、
北
京
、
人
民
文
学
出
版
社
)
に
よ
っ
た
。
(
l
)
一
九
四
八
年
、
上
海
二
九
八
四
年
、
北
京
、
中
華
書
局
補
訂
本
。
同
書
一
「
詩
分
唐
宋
」
(
2
)
荒
井
氏
前
掲
書
解
説
(
3
)
小
川
環
樹
『
唐
詩
概
説
』
(
一
九
五
八
年
、
岩
波
書
居
、
中
国
詩
人
選
集
別
巻
)
五
十
六
頁
以
下
参
照
(
4
)
小
川
氏
前
掲
書
、
二
十
八
頁
以
下
参
照
〔5
)
川
合
康
三
「
詩
文
・
唐
代
文
学
」
〔
『
中
国
文
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』
一
九
九
一
年
、
世
界
思
想
社
)
の
「
一
、
時
期
区
分
」
(
日
)
荒
井
氏
前
掲
書
解
題
(
7
)
吉
川
幸
次
郎
『
宋
詩
概
説
』
(
一
九
六
二
年
、
岩
波
書
庖
、
中
国
詩
人
選
集
ニ
集
)
、
小
川
環
樹
『
宋
詩
選
』
(
一
九
六
七
年
、
筑
摩
書
官
房
、
と
く
に
そ
の
解
説
)
、
並
び
に
本
稿
次
注
参
照
〔
B
)
村
上
哲
見
『
三
体
詩
』
(
一
九
六
六
年
、
朝
日
新
聞
社
、
新
訂
中
国
古
典
選
十
六
、
十
七
〕
に
は
、
こ
白
書
な
ら
び
に
南
宋
期
の
詩
壇
の
状
況
に
関
す
る
包
括
的
な
解
説
が
見
ら
れ
る
。
(
日
)
川
合
康
三
「
中
国
に
お
け
る
詩
と
文
中
唐
を
中
心
に
」
年
、
日
本
文
化
研
究
所
研
究
報
告
二
九
)
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